
協議会名：愛知県公共交通協議会 バス対策部会
評価対象事業名：陸上交通に係る地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統）

交通圏 運営
主体

運行
事業者 運行区間 Ｒ5

計画
Ｒ5
実績

平均
乗車
密度

運行
回数

Ｒ4
実績

Ｒ5
実績

01名古屋
豊
山
町

あ
お
い
交
通
㈱

48

タウンバス
（南ルート）

航空館boon（豊山町）
〜

名古屋栄（名古屋市）

・公共交通マップを主要施設や町外の関係機関等で配
布、転入者への配布を実施
・令和４年１０月にバスロケーションシステムを更新

Ａ
補助対象期間の開始日から、運休や
大幅な遅延もなく、所定の事業計画
どおりの運行が実施されている。

A

目標48500
実績60518
達成率124.8%

新型コロナウイルスの感染
症法の位置づけが変更とな
り、 利用者が回復してい
る。

23.6 31.2 2.6 10.5 26.7 40.9
市町を跨いでの利用がほとんどを占め、広域的な
路線の役割を果たしていると考えられる。豊山町
民の名古屋市への利用の他、名古屋市から豊山町
への通勤での利用があると考えられる。

・広報やHP、町主催イベントや出前講座等の機
会を通じて公共交通のPR
・利用者ニーズに対応した改善や見直し
・交通エコライフの取組促進を継続
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飛島公共交通バス
（名港線①）

名古屋港
〜

名古屋港（循環）

・運行事業者や関係自治体をはじめ、名古屋港西部臨海
地帯企業連絡協議会等との協議
・村ＨＰ、バス車両等での交通系ＩＣカードの周知

Ａ 計画通りの運行であった。 A

目標50000
実績53076
達成率106.2%

新型コロナの影響減による

30.2 30.9 4.3 7.2 33.1 34.3

臨海地域の企業従業員及び企業への訪問者が利用
客の大変を占め、最寄りの名古屋市内の各駅と飛
島村とを結ぶ重要な広域的路線である。 主に、
名古屋市から飛島村への通勤手段として利用され
ている。

・増便、ダイヤ改正、名駅直行便等、新たな系統
の検討
・公民館分館をハブ拠点とし、立地企業とを結ぶ
「予約制の新交通システム」等の導入検討
・交通エコライフの取組促進
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飛島公共交通バス
（名港線②）

公民館分館
〜

名古屋港

・運行事業者や関係自治体をはじめ、名古屋港西部臨海
地帯企業連絡協議会等との協議
・村ＨＰ、バス車両等での交通系ＩＣカードの周知

Ａ 計画通りの運行であった。 A

目標44000
実績44026
達成率100.1%

新型コロナの影響減による

18.4 17.1 3.8 4.5 31.8 34.3
臨海地域の企業従業員及び企業への訪問者が利用
客の大半を占め、最寄りの名古屋市内の各駅と飛
島村とを結ぶ重要な広域的路線である。名古屋市
から飛島村への通勤手段として利用されている。

・名古屋港駅付近の駐車場確保
・増便、ダイヤ改正、名駅直行便の検討
・公民館分館をハブ拠点とし、立地企業とを結ぶ
「予約制の新交通システム」等の導入検討
・交通エコライフの取組促進
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伊良湖支線
（福祉Ｃ堀切）

渥美病院
〜

保美

・技能実習生を対象とした多言語チラシの作成。
・市内高校生への通学定期券の購入助成を実施
・利用促進パンフレットの作成、配布

Ａ
補助対象期間の開始日から、やむを
得ない場合を除き、運休や大幅な遅
延もなく、所定の事業計画どおりの
運行が実施されている。

A

目標43048
実績45209
達成率105.0%

定期外利用者が増加した

17.8 19.4 2.4 8.0 25.3 30.2

旧町を跨いでの利用が利用者のほとんどを占め、
広域的な路線の役割を果たしている。起点にある
渥美病院への通院や田原駅への鉄道利用者や沿線
高校への通学利用者が大部分と考えられる。日中
は高齢者の渥美病院等への通院や外国人住民の田
原市街地での買い物で利用されている。

・企画切符の造成
・多言語チラシや利用促進パンフレットの作成、
配布
・令和6年度末に導入予定の交通系ＩＣカードの
ＰＲ
・市内高校生への通学定期券の購入助成を継続
・中・高校生を対象としたパンフレット配布

02豊橋

豊
鉄
バ
ス
㈱

豊
鉄
バ
ス
㈱

30

伊良湖本線
（渥美病院休暇村明

神）

渥美病院
〜

伊良湖岬

・技能実習生を対象とした多言語チラシの作成
・市内高校生への通学定期券の購入助成を実施
・利用促進パンフレットの作成、配布

Ａ
補助対象期間の開始日から、やむを
得ない場合を除き、運休や大幅な遅
延もなく、所定の事業計画どおりの
運行が実施されている。

B2

目標83119
実績60792
達成率73.1％

定期利用者が減少した。

31.5 26.7 2.6 10.3 32.1 31.9

旧町を跨いでの利用が利用者のほとんどを占め、
広域的な路線の役割を果たしていると考えられ
る。起点にある渥美病院への通院や田原駅への鉄
道利用者や沿線高校への通学利用者が大部分と考
えられる。日中は高齢者の渥美病院等への通院や
外国人住民の田原市街地での買い物で利用されて
いる。

・企画切符の造成
・技能実習生を対象とした多言語チラシや利用促
進パンフレットの作成、配布
・令和6年度末に導入予定の交通系ＩＣカードの
ＰＲ
・市内高校生への通学定期券の購入助成を継続
・中学生、高校生を対象とした利用促進事業（パ
ンフレット配布等）を実施

⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

輸送量(人) 収支率(％)

№、系統名

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

①補助対象事
業者等

②事業概要 ③前回（又は類似事業）の事業評価結果
の反映状況

④事業実施の適切性

⑤目標・効果達成状況
⑥複数市町村を跨ぐ系統/

幹線系統としての役割
【計画目標指標：利用者数】

Ａ：達成

Ｂ：未達成

Ｃ：目標の半数にも満たず

資料１



交通圏 運営
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⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

輸送量(人) 収支率(％)

№、系統名

①補助対象事
業者等

②事業概要 ③前回（又は類似事業）の事業評価結果
の反映状況

④事業実施の適切性

⑤目標・効果達成状況
⑥複数市町村を跨ぐ系統/

幹線系統としての役割
【計画目標指標：利用者数】

Ａ：達成

Ｂ：未達成

Ｃ：目標の半数にも満たず
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新豊
豊橋駅前

〜
新城富永

・大型商業施設のオープンに合わせ、路線の延伸と利用
実態に合わせたダイヤ改正を実施
・主要施設に新豊線・豊川線の時刻表（渋滞対策ダイヤ
を含む）を配布
・ 中心市街地での公共交通イベントや鉄道及びバスを活
用したウォーキングイベントの実施
・新城市バスマップに新豊線の時刻表を掲載し、配布
・「マイバス時刻表」を継続して実施

Ａ
補助対象期間の開始日から、やむを
得ない場合を除き、運休や大幅な遅
延もなく、所定の事業計画どおりの
運行が実施されている。

A

目標155199
実績165134
達成率106.4%

定期外利用者が増加した。

34.7 43.2 4.6 9.2 32.0 43.5

市を跨いでの利用が利用者の約17.7％を占め、広
域的な路線の役割を果たしている。新城市から乗
り換えなしで豊川市民病院や大型商業施設へ行く
ことができる路線であるため、豊橋市、豊川市相
互間の通勤利用者、大型商業施設等への買い物や
豊川市民病院への通院利用者が大部分と考えられ
る。

・令和6年度末に導入予定の交通系ＩＣカードの
ＰＲ
・MaaS推進によるデジタル環境の充実の取り組
みを実施
・沿線市、運行事業者と協力し、継続した公共交
通利用促進
・市内のＳバス路線見直し時に、乗り継ぎしやす
い接続となるよう考慮
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伊良湖本線
（豊橋保美）

豊橋駅前
〜

保美

・沿線市と協力し、技能実習生を対象とした多言語チラ
シの作成
・ 中心市街地での公共交通イベントや鉄道・バスを活用
したウォーキングイベントの実施

Ａ
補助対象期間の開始日から、やむを
得ない場合を除き、運休や大幅な遅
延もなく、所定の事業計画どおりの
運行が実施されている。

B1

目標81781
実績73229
達成率89.5%

前年より利用者数は増加し
ており、通院や買い物客が
回復傾向にあるが、目標未
達となった。

23.2 22.9 2.9 7.9 28.5 32.1

旧町を跨いでの利用が利用者のほとんどを占め、
広域的な路線の役割を果たしている。利用者は、
起点にある渥美病院への通院や田原駅への鉄道利
用者や沿線高校への通学利用者が大部分と考えら
れるほか、主に豊橋市内で完結する通勤、買い
物、通院などの移動手段となっている。日中は高
齢者の渥美病院等への通院や外国人住民の田原市
街地での買い物で利用されている。

・企画切符の造成
・技能実習生を対象とした多言語チラシや利用促
進パンフレットの作成、配布
・令和6年度末に導入予定の交通系ＩＣカードの
ＰＲ
・MaaS推進によるデジタル環境の充実
・市内高校生への通学定期券の購入助成を実施
・中・高校生を対象とした利用促進事業（パンフ
レット配布等）を実施
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伊良湖本線
（渥美病院田原駅前

保美）

渥美病院
〜

保美

・技能実習生を対象とした多言語チラシの作成。
・市内高校生への通学定期券の購入助成を実施
・利用促進パンフレットの作成、配布

Ａ
補助対象期間の開始日から、やむを
得ない場合を除き、運休や大幅な遅
延もなく、所定の事業計画どおりの
運行が実施されている。

B1

目標66922
実績56637
達成率84.6%

学生が、帰宅時に並行する
他系統に乗車した影響によ
り減少した。

34.3 27.6 4.0 6.9 52.0 53.5

旧町を跨いでの利用が利用者の多くを占め、広域
的な路線の役割を果たしていると考えられる。利
用者は、起点にある渥美病院への通院や田原駅へ
の鉄道利用者や、沿線高校への通学利用者が大部
分と考えられる。日中は高齢者の渥美病院等への
通院や外国人住民の田原市街地での買い物で利用
されている。

・企画切符の造成
・技能実習生を対象とした多言語チラシや利用促
進パンフレットの作成、配布
・令和6年度末に導入予定の交通系ＩＣカードの
ＰＲ
・市内高校生への通学定期券の購入助成を実施
・中・高校生を対象とした利用促進事業（パンフ
レット配布等）を実施
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豊川
（体育館前）

豊橋駅前
〜

豊川体育館前

・大型商業施設のオープンに合わせ、路線の延伸と利用
実態に合わせたダイヤ改正を実施
・市内の主要施設に新豊線・豊川線の時刻表（渋滞対策
ダイヤを含む）を配布
・中心市街地での公共交通イベントや鉄道・バスを活用
したウォーキングイベントの実施

Ａ
補助対象期間の開始日から、やむを
得ない場合を除き、運休や大幅な遅
延もなく、所定の事業計画どおりの
運行が実施されている。

A

目標32962
実績54744
達成率166.1%

定期外利用者が増加した。

15.0 27.6 4.6 6.0 47.9 78.3

市を跨いでの利用が利用者の約３割を占め、広域
的な路線の役割を果たしている。利用者は、豊橋
市、豊川市相互間の通勤利用者が大部分と考えら
れ、その他にも豊橋市・豊川市相互間への買い
物、通院などの移動手段となっている。

・令和6年度末に導入予定の交通系ＩＣカードの
ＰＲ
・MaaS推進によるデジタル環境の充実
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豊川
（イオン病院）

豊橋駅前
〜豊川市民病院

〜イオンモール豊川
〜豊川駅前

令和5年3月に大型商業施設のオープンに合わせ、路線の
延伸と利用実態に合わせたダイヤ改正を実施
豊川市と連携し市内の主要施設に新豊線・豊川線の時刻
表（渋滞対策ダイヤを含む）を配布
中心市街地での公共交通イベントや鉄道及びバスを活用
したウォーキングイベントの実施

Ａ
補助対象期間の開始日から、やむを
得ない場合を除き、運休や大幅な遅
延もなく、所定の事業計画どおりの
運行が実施されている。

A

目標101565
実績103008
達成率101.4%

定期外利用者が増加した

31.8 33.2 3.2 10.4 45.9 50.6

市を跨いでの利用が利用者の約３割を占め、広域
的な路線の役割を果たしている。利用者は、豊橋
市、豊川市相互間の通勤利用者が大部分と考えら
れ、その他にも豊橋市・豊川市相互間への買い
物、通院などの移動手段となっている。

・令和6年度末に導入予定の交通系ＩＣカードの
ＰR
・MaaS推進によるデジタル環境の充実
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豊川
（イオンモール豊

川）

豊橋駅前
〜

イオンモール豊川

大型商業施設のオープンに合わせ、路線の延伸と利用実
態に合わせたダイヤ改正を実施
市内の主要施設に新豊線・豊川線の時刻表（渋滞対策ダ
イヤを含む）を配布
中心市街地での公共交通イベントや鉄道及びバスを活用
したウォーキングイベントの実施

Ａ
補助対象期間の開始日から、やむを
得ない場合を除き、運休や大幅な遅
延もなく、所定の事業計画どおりの
運行が実施されている。

A

目標60068
実績61855
達成率103.0%

定期外利用者が増加した

26.2 29.6 4.3 6.9 48.6 68.2

市を跨いでの利用が利用者の約３割を占め、広域
的な路線の役割を果たしている。利用者は、豊橋
市、豊川市相互間の通勤利用者が大部分と考えら
れ、その他にも豊橋市・豊川市相互間への買い
物、通院などの移動手段となっている。

令和6年度末に導入予定の交通系ＩＣカードのＰ
Ｒ
MaaS推進によるデジタル環境の充実
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⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

輸送量(人) 収支率(％)

№、系統名

①補助対象事
業者等

②事業概要 ③前回（又は類似事業）の事業評価結果
の反映状況

④事業実施の適切性

⑤目標・効果達成状況
⑥複数市町村を跨ぐ系統/

幹線系統としての役割
【計画目標指標：利用者数】

Ａ：達成

Ｂ：未達成

Ｃ：目標の半数にも満たず
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大沼

名鉄東岡崎駅
〜

岡崎北高前
〜

大沼

HP、CentXなどのスマートフォンで時刻検索システム提
供
バスロケーションシステムの提供
コンテンツプロバイダへのデータ提供
 岡崎市公共交通マップの作成・配布、近隣市町のバス
マップの配布

Ａ
異常気象に伴う大雨により、山間部
の道路陥没および台風の影響により
23回の運休があったが、おおよそ、
計画どおりの運行が実施された。

A

目標40469
実績53928
達成率133.3%

新型コロナウィルスの影響
が希薄になり、通勤・通学
利用者が増加した。

19.6 17.3 3.1 5.6 29.0 32.1

両市を跨ぐ利用者の内訳は、通勤3.4％、通学
6.9％、ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽを利用する高齢者
13.8％、現金、ICSFの定期外75.9％となってい
る。東岡崎駅の利用者、中心市街地部への買物等
のための利用者が大部分と考えられる。市町村を
跨いでの利用者数は、18.6％になった（昨年度比
較5.6％増）。２年連続で増えており、豊田市か
ら岡崎市への通学の手段としての役割が徐々に大
きくなっている。

・HP、スマートフォンでの路線・時刻検索シス
テム提供
・バスロケーションシステムの情報提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲ
・岡崎市公共交通マップの作成・配布
・豊田市バスマップ、みちナビとよたに路線情報
を掲載

03岡崎
10豊田

名
鉄
バ
ス
㈱

名
鉄
バ
ス
㈱

2

岡崎・足助

名鉄東岡崎駅
〜

細川
〜

足助

HP、CentXなどのスマートフォンで時刻検索システム提
供
バスロケーションシステムの提供
コンテンツプロバイダへのデータ提供
 岡崎市公共交通マップの作成・配布、近隣市町のバス
マップの配布

Ａ
雨量規制による通行止、台風影響に
より14本の運休となったが、それ以
外は、所定の確保計画どおりの運行
が実施された。

A

目標114581
実績145694
達成率127.2%

新型コロナウィルスの影響
が希薄になり、通勤・通学
利用者が増加した。

28.4 36.3 4.6 8.0 37.6 44.9

両地区を跨ぐ利用者の内訳は、通勤定期22.6％、
通学定期16.1％、ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽを利用する高
齢者29.0％、現金、ＩＣＳＦの定期外32.3％。路
線自体の利用者数は増加したが、市町村を跨ぐ利
用者は減少しており、岡崎市内での利用者が大部
分と考えられる。また、香嵐渓への観光目的の利
用も多い。市町村を跨いでの利用者は通学利用が
多いことから、豊田市から岡崎市への通学の手段
として重要な役割を果たしているといえる。

・HP、スマートフォンでの時刻検索システム提
供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲ
・岡崎市公共交通マップの作成・配布
・豊田市バスマップ、みちナビとよたに路線情報
を掲載

03岡崎
09刈谷・
安城・碧
南・西尾

名
鉄
バ
ス
㈱

名
鉄
バ
ス
㈱

4

岡崎・安城

名鉄東岡崎駅
〜

矢作橋
〜

ＪＲ安城駅

HP、CentXなどのスマートフォンで時刻検索システム提
供
バスロケーションシステムの提供
コンテンツプロバイダへのデータ提供
 岡崎市公共交通マップの作成・配布

Ａ
線状降水帯による水害、台風影響に
より21本の運休となったが、それ以
外は、所定の確保計画どおりの運行
が実施された。

A

目標38253
実績61390
達成率160.5%

新型コロナウィルスの影響
が希薄になり、通勤・通学
利用者が増加した。

25.8 25.8 2.1 12.3 24.7 33.2

両地区を跨ぐ利用者の内訳は、通勤定期7.8％、
ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽを利用する高齢者32.8％、現
金、ICSFの定期外59.4％。ｺﾞｰﾙﾄﾞｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽの利
用者が増加しており、市町村を跨ぐ利用者も同時
に増加している。高齢者による東岡崎駅や安城
駅、沿線にある病院、中心市街地部への利用が大
部分と考えられる。直近の利用状況調査では通勤
利用の割合が最も高い状況であった。

・HP、スマートフォンでの路線・時刻検索シス
テム提供
・バスロケーションシステムの情報提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲ
・岡崎市公共交通マップの作成・配布
・時刻表、バスマップ、公共交通活用ガイド冊子
等への掲載
・集客が見込まれる施設へのアクセスが可能とな
る路線変更を検討

03岡崎
09刈谷・
安城・碧
南・西尾

名
鉄
東
部
交
通
㈱

名
鉄
東
部
交
通
㈱

44

岡崎・西尾
（青野）

東岡崎(藤田医大)
〜

下青野
〜

西尾

・令和5年4月1日にダイヤ改正を実施
・車内美化や換気を行うとともに、定時運転確保や安全
運転
・ 岡崎市公共交通マップの作成・配布

Ａ
8月15日に台風による運休はありま
したが、それ以外の運休等はありま
せんでした。

A

目標130810
実績159494
達成率121.9%

主にコロナからの回復

50.5 61.9 3.8 16.3 45.1 53.1

東岡崎駅からＪＲ岡崎駅を経由してあるいは藤田
医大からＪＲ岡崎駅を経由して西尾市中心部へ至
る市域を跨ぐ路線であり、地域住民の日常生活に
おける交通手段を確保している。岡崎市から西尾
市への通勤・通学等の移動手段として利用されて
いる。岡崎方面への通勤・通学利用や、岡崎市の
沿線商業施設への利用など広域的な利用も見られ
る。

・道路状況の把握に努め、定時運行確保する
・藤田医大系統、東岡崎系統の両方についてダイ
ヤ等の検討
・公共交通利用講座で路線をPR
・運行利便性向上について、運行主体、関係市と
継続して協議

03岡崎
09刈谷・
安城・碧
南・西尾

名
鉄
東
部
交
通
㈱

名
鉄
東
部
交
通
㈱

45

岡崎・西尾
(西尾市民病院）

岡崎駅西口
〜

西尾市民病院
〜

西尾

・令和5年4月1日にダイヤ改正を実施
・車内美化や換気を行うとともに、定時運転確保や安全
運転
・ 岡崎市公共交通マップの作成・配布

Ａ 8月15日に台風による運休はありま
したが、それ以外の運休等はありま
せんでした。

A

目標76291
実績89897
達成率117.8%

主にコロナからの回復

30.1 35.9 3.1 11.6 51.7 51.7

ＪＲ岡崎駅と西尾市中心部を結ぶ市域を跨ぐ路線
であり、沿線には藤田医大病院、西尾市民病院、
西尾東高校があり通院、通学・通院の足として地
域住民の移動手段を確保している。岡崎市の沿線
商業施設への利用など広域的な利用も見られる。

・道路状況の把握に努め、定時運行確保する
・藤田医大系統、若松町系統の両方についてダイ
ヤ等の検討
・岡崎市公共交通マップの作成・配布等、取組み
を継続
・デマンド型乗合タクシーとの乗り継ぎ利便性や
感染対策等の安全性の周知
・公共交通利用講座などで路線をPR
・運行利便性向上について、運行主体、関係市と
協議

03岡崎
09刈谷・
安城・碧
南・西尾

安
城
市

東
伸
運
輸
㈱

61

あんくるバス
（東部線）

北部福祉センター
〜

JR安城駅
〜

北部福祉センター

・地域公共交通計画を策定
・保護者も対象とした夏休み小中学生無料乗車キャン
ペーンを実施
・公共交通活用ガイドの充実・情報発信
・岡崎市公共交通マップの作成・配布
・外国版の時刻表・マップの作製
・バスロケーションシステムによる情報提供
・多客期に主要バスへのバス案内人の配置

Ａ
補助対象期間の開始日から、運休や
大幅な遅延もなく、所定の事業計画
どおりの運行が実施されている。

A

目標25750
実績27346
達成率106.2%

移動頻度の回復や各種施策
の効果により目標を達成

24.8 31.0 4.5 6.9 13.1 19.6

市を跨ぐ利用者は221人/月と想定され、広域的な
路線として役割を果たしている。利用者は名鉄本
線へ乗換し、飲食・娯楽等のためお出掛け利用者
が多い。安城市内の病院の利用やJR安城駅の通
勤・通学に利用されている。

・バスロケーションシステムによる利便性向上
・観光施策等と連携した利用促進
・まちかど講座や勉強会を通じ、公共交通に対す
る意識の醸成
・岡崎市公共交通マップの作成・配布
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⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

輸送量(人) 収支率(％)

№、系統名

①補助対象事
業者等

②事業概要 ③前回（又は類似事業）の事業評価結果
の反映状況

④事業実施の適切性

⑤目標・効果達成状況
⑥複数市町村を跨ぐ系統/

幹線系統としての役割
【計画目標指標：利用者数】

Ａ：達成

Ｂ：未達成

Ｃ：目標の半数にも満たず

04一宮

名
鉄
バ
ス
㈱

名
鉄
バ
ス
㈱

7

一宮・イオン木曽川

一宮駅
〜

木曽川庁舎
〜

イオンモール木曽川

・HP、スマートフォンでの時刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・一宮駅構内バスのりば案内の更新
・バスマップの更新・配布
・一宮おでかけバス手形の発売
・期間限定でｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽ65・ｺﾞｰﾙﾄﾞﾊﾟｽ70の購入補助を実
施

Ａ
台風7号の影響により12本の運休と
なったが、それ以外は所定の確保計
画どおりの運行が実施されている。

A

目標57687
実績68720
達成率119.1%

新型コロナウィルスの影響
が希薄になり、利用者が増
加した。

26.2 29.4 2.8 10.5 35.3 41.1

両地区を跨ぐ利用者の内訳は、ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽ
を利用する高齢者17.3％、現金、ICSFの定期外
82.7％。一宮駅の利用者、大型商業施設への買物
のための利用者が大部分と考えられる。旧木曽川
町住民や沿線住民の一宮駅並びに駅周辺利用、そ
の他地区住民のイオン木曽川利用があると考えら
れる。

・HP、スマートフォンでの時刻検索システム提
供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲ
・バスマップの配布
・「一宮おでかけバス手形」の発行

04一宮
一
宮
市

名
鉄
バ
ス
㈱

14

ｉ−バス
（一宮コース）

木曽川庁舎
〜

一宮駅
〜

市民病院

・一宮駅構内バスのりば案内やバスマップの更新・配布
・企画切符の継続発売
・GTFSデータの最新情報管理
・予約制乗合タクシー（ｉ−バスミニ）の継続運行によ
るバスの利便性の向上

Ａ
台風7号の影響により14本の運休と
なったが、それ以外は所定の事業計
画どおりの運行が実施されている。

A

目標66242
実績76459
達成率115.4％

新型コロナウィルスの影響
が希薄になり、利用者が増
加した。

26.7 29.4 3.2 10.3 31.3 33.4
市を跨ぐ利用者は1,851人/月と推定され、広域的
な路線の役割を果たしている。利用者は、通院及
び一宮駅への利用が大部分と考えられる。

・バスマップの配布
・1日乗車券等企画切符発行の継続
・高齢者や小学生向けにバスの乗り方教室等ＰＲ
・バスを利用した施設案内チラシ等の充実

04一宮
一
宮
市

名
鉄
バ
ス
㈱

15

ｉ−バス
（尾西南コース）

萩原駅
〜

尾西記念病院
〜

萩原駅

・バスマップの更新・配布
・企画切符の継続発売
・GTFSデータの最新情報管理
・予約制乗合タクシー（ｉ−バスミニ）の継続運行によ
るバスの利便性向上

Ａ
台風7号の影響により4本の運休と
なったが、それ以外は所定の事業計
画どおりの運行が実施されている。

B1

目標34863
実績32398
達成率92.9％

停留所設置の病院閉院が利
用減に繋がっていると推測
される。

29.6 29.6 3.8 7.8 11.8 11.8
市を跨ぐ利用者は、433人/月と推定され、広域的
な路線の役割を果たしている。利用者は、通院、
萩原駅や公共施設への利用が大部分と考えられ
る。

・バスマップの配布
・1日乗車券等企画切符発行の継続
・高齢者向け等バスの乗り方教室等ＰＲ
・バスを利用した施設案内チラシ等の充実

04一宮
一
宮
市

名
鉄
バ
ス
㈱

16

ｉ−バス
（木曽川・北方コー

ス）

木曽川庁舎
〜

木曽川市民病院
〜

木曽川庁舎

・バスマップの更新・配布
・企画切符の継続発売
・GTFSデータの最新情報管理
・予約制乗合タクシー（ｉ−バスミニ）の継続運行によ
るバスの利便性の向上

Ａ
台風7号の影響により6本の運休と
なったが、それ以外は所定の事業計
画どおりの運行が実施されている。

B1

目標16126
実績14429
達成率89.5%

一方向運行の循環路線のた
め、乗車時間の偏り等往復
利用に繋がらないと推測さ
れる。

12.3 13.2 1.5 8.8 8.0 8.9

市町を跨ぐ利用者は、246人/月と推定され、広域
的な路線の役割を果たしている。利用者は、通
院、大型ショッピングセンターへの買い物、鉄道
駅の利用、他のバスコースへの乗継ぎが大部分と
考えられる。

・バスマップの配布
・1日乗車券等企画切符発行の継続
・高齢者向け等バスの乗り方教室等ＰＲ
・バスを利用した施設案内チラシ等の充実
・住民懇談会の実施
・バス路線やダイヤの見直し検討

05瀬戸・
日進・豊
明

名
鉄
バ
ス
㈱

名
鉄
バ
ス
㈱

5

日進中央

赤池駅
〜

日進市役所
〜

長久手古戦場駅

・HP、スマートフォンでの時刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
 ・市HPでの本路線の周知
・路線図、時刻表を配布
・市イベント等でのチラシ配布

Ａ 所定の確保計画どおりの運行が実施
されている。 A

目標116102
実績130695
達成率112.6％

新型コロナウィルスの影響
が希薄になり、通勤・通学
利用者が増加した。

57.0 66.0 4.4 15.0 56.9 59.4

両地区を跨ぐ利用者の内訳は、通勤定期7.1％、
通学定期8.1％、現金、ICSFの定期外84.8％。市
を跨ぐ利用は僅差の減少だが、赤池駅の利用が増
加しており、日進市内の利用が増えている。日進
市南西部の赤池駅と北部の長久手古戦場駅を結
び、住民の南北移動の軸となっている。交通結節
点を結ぶ他、コミュニティバスとも接続し、幹線
として重要な役割を担う路線である。

・HP、スマートフォンでの時刻検索システム提
供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲ
・公共交通への切り替えを促すため、市HP、広
報等で周知
・市民アンケートや市民ワークショップを踏ま
え、地域公共交通計画策定に向けた検討
・イベントの開催
・情報紙の発行

05瀬戸・
日進・豊
明

名
鉄
バ
ス
㈱

名
鉄
バ
ス
㈱

6

星ヶ丘・豊田

赤池駅
〜

御岳
〜

イオン三好店アイモール前

・HP、スマートフォンでの時刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・時刻表を市役所窓口等で配布
・近隣市町が実施した本路線利用促進イベントの周知
・ 東郷町、名鉄バス㈱及びみよし市が連携してバス利用
促進イベント（車両展示、乗車体験等）を実施

Ａ
台風7号の影響により6本の運休と
なったが、それ以外は所定の確保計
画どおりの運行が実施されている。

A

目標23021
実績38412
達成率166.9%

新型コロナウィルスの影響
が希薄になり、通勤・通学
利用者が増加した。

26.0 19.5 3.0 6.5 36.6 41.0

市町域を跨ぐ内訳は、通勤31.0％、通学5.0％、
ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽを利用する高齢者6.0%、現
金、ICSFの定期外58.0％。通勤利用者が前年より
大幅に増加しており、市町を跨ぐ利用者も増加し
ている。東郷町内への通勤利用と考えられる。ま
た、ｺﾞｰﾙﾄﾞｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽ利用者も増加しており、赤池
駅・イオン三好への利用が考えられる。大型商業
施設への買い物移動需要を支える他、赤池駅に接
続することにより、広域移動を確保する重要な路
線である。

・HP、スマートフォンでの時刻検索システム提
供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲ
・赤池駅、大型商業施設開業後の利用状況等につ
いて、沿線市町と情報共有
・市HP、広報等を用い、本路線のPRの実施
・ショッピングセンター内にバスマップを設置
・商業施設や近隣市と連携してバス利用促進イベ
ントや周知啓発を実施



交通圏 運営
主体

運行
事業者 運行区間 Ｒ5

計画
Ｒ5
実績

平均
乗車
密度

運行
回数

Ｒ4
実績

Ｒ5
実績

⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

輸送量(人) 収支率(％)

№、系統名

①補助対象事
業者等

②事業概要 ③前回（又は類似事業）の事業評価結果
の反映状況

④事業実施の適切性

⑤目標・効果達成状況
⑥複数市町村を跨ぐ系統/

幹線系統としての役割
【計画目標指標：利用者数】

Ａ：達成

Ｂ：未達成

Ｃ：目標の半数にも満たず

05瀬戸・
日進・豊
明

名
鉄
バ
ス
㈱

名
鉄
バ
ス
㈱

10

愛知医科大学病院

長久手古戦場駅
〜

愛知医科大学病院
〜

尾張旭向ヶ丘

・HP、スマートフォンでの時刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・市主催イベントや市内商業施設等でルートマップや時
刻表を配布

Ａ
台風19号の影響により1本の運休と
なったが、それ以外は所定の確保計
画どおりの運行が実施されている。

A

目標46149
実績56756
達成率123.0%

新型コロナウィルスの影響
が希薄になり、通勤・通学
利用者が増加した。

16.2 20.8 1.8 11.6 23.6 28.3

両地区を跨ぐ利用者の内訳は、通勤定期8.3％、
通学定期12.0％、現金、ICSFの定期外79.6％。定
期外の利用者が増加しており、尾張旭駅から長久
手高校・愛知医科大学病院への利用が多い。尾張
旭市駅と長久手古戦場駅を結ぶ路線であり、住民
の南北への移動の軸となっている。交通結節点同
士を結んでおり、幹線として重要な役割を担う路
線である。

・HP、スマートフォンでの時刻検索システム提
供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲ
・HP、市広報、市主催のイベントでの利用周知
・アンケートや市民ワークショップを踏まえ、地
域公共交通計画策定に向けた検討
・公共交通利用促進のためにイベントの開催
・情報紙の発行

05瀬戸・
日進・豊
明

名
鉄
バ
ス
㈱

名
鉄
バ
ス
㈱

11

本地ヶ原

藤が丘
〜

愛知医科大学病院
〜

瀬戸駅前

・HP、スマートフォンでの時刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・市主催のイベントや市内の商業施設、転入者用パンフ
レットへの同封等でルートマップや時刻表を配布

Ａ 計画どおり運行が実施された。 A

目標78678
実績117871
達成率149.8%

新型コロナウィルスの影響
が希薄になり、通勤・通学
利用者が増加した。

25.9 41.3 5.1 8.1 58.5 69.3

両地区を跨ぐ利用者の内訳は、通勤定期8.3％、
通学定期12.0％、現金、ICSFの定期外79.6％。
藤ヶ丘駅から愛知医科大学病院への通院利用が大
半である。瀬戸市民、尾張旭市民、長久手市民の
名古屋市内や愛知医大への移動手段としての利用
が考えられ、名古屋市内から愛知医大への通院利
用が多い状況にある。沿線住民の鉄道駅への接続
及び通院や買い物の足としても利用されてる。交
通結節点同士を結んでおり、幹線として重要な役
割を担う路線である。

・HP、スマートフォンでの時刻検索システム提
供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲ
・交通エコライフの取組促進
・HPやコミュニティバス車内で乗継情報等の周
知
・HP、市広報、市主催イベントでの利用周知
・アンケートや市民ワークショップを踏まえ、地
域公共交通計画策定に向けた検討
・情報紙の発行

05瀬戸・
日進・豊
明

日
進
市

名
鉄
バ
ス
㈱

25

くるりんばす
（梅森線）

日進市役所
〜

東名古屋病院
〜

日進市役所

・公共交通会議内に設置する検討部会や地域での意見交
換会等を通じ、路線改正案について検討を実施
・検討した改正案について、令和6年度中の改正を予定

Ａ 事業計画とおりの運行回数が確保さ
れている。 B1

目標35153
実績33988
達成率96.7%

高齢者が主な利用者層のた
め、新型コロナの５類感染
症への移行後についても移
動需要が回復せず、コロナ
前と比較し利用者が低迷し
ている。

18.8 12.8 1.3 9.9 13.0 13.7

本路線のみにより市町村を跨ぐ移動を行う利用者
は全体の7％程度である。しかし、本路線は日進
市西部と名古屋市営地下鉄鶴舞線平針駅及び赤池
駅を結ぶ路線であり、多数の利用者が鉄道を利用
した市町村を跨ぐ移動を行っている。
市域を超えた移動を支える非常に重要な路線であ
る。日進市民の赤池駅への移動手段のほか、東名
古屋病院への通院利用があると考えられる。

・公共交通会議内に設置する検討部会や地域での
意見交換会等を通じて検討してきた路線改正案を
もとに、路線の改正を実施
・朝夕便、昼間便の設定等、時間帯による異なる
移動需要への対応
・収支率の目標：14.69％（1％改善）
・交通エコライフの取組促進

05瀬戸・
日進・豊
明

日
進
市

名
鉄
バ
ス
㈱

26

くるりんばす
（五色園線）

市役所
〜

長久手古戦場駅
〜

市役所

・路線の利便性向上を目標に、公共交通会議内に設置す
る検討部会や地域での意見交換会等を通じ、路線改正案
について検討を実施
・検討した改正案について、令和6年度中の改正を予定

Ａ 事業計画とおりの運行回数が確保さ
れている。 A

目標57625
実績58852
達成率102.1%

目標利用者数は達成した
が、高齢者が主な利用者層
のため、新型コロナの５類
感染症への移行後について
も移動需要が回復せず、コ
ロナ前と比較し利用者が低
迷している。

19.8 18.8 1.9 9.9 14.1 14.5

全体の約7割が市をまたぐ利用であり、交通結節
点である長久手古戦場駅と本市東部を結ぶ非常に
重要な路線である。
長久手市をはじめ、名古屋市や豊田市への通勤・
通学・通院・買い物の足として幅広く利用され、
市域を超えた移動を支える非常に重要な路線であ
る。

・公共交通会議内に設置する検討部会や地域での
意見交換会等を通じて検討してきた路線改正案を
もとに、路線の改正を実施
・朝夕便、昼間便の設定等、時間帯による異なる
移動需要への対応
・収支率の目標：15.48％（1％改善）
・ＯＤ調査や市民ワークショップの結果分析によ
り、移動ニーズを把握し、市及び事業者と連携し
路線構築化
・市主催のイベント等で周知

05瀬戸・
日進・豊
明

尾
張
旭
市

豊
栄
交
通
㈱

52

尾張旭市営バス
（東ルート）

市役所
〜

イトーヨーカドー前
〜

市役所

・利用者懇談会、利用者アンケートを実施
・瀬戸市コミュニティバスからあさぴー号への乗り継ぎ
調査を実施
・「危険なバス停」となっていたバロー瀬戸西店バス停
を尾張旭市と協議し、移設
・ 市民ワークショップを実施

Ａ 計画通りに運行されている。 A

目標103000
実績109274
達成率106.1%

ウィズコロナの生活様式の
定着、新型コロナウイルス
感染症の位置付けが5類に移
行したことなどにより、外
出機会が増加したため

64.9 69.4 4.6 15.1 14.8 16.8

市を跨いでの利用が全体の7.7％を占め、広域的
な路線の役割を果たしている。
愛知医大及びバロー瀬戸西店バス停にてあさぴー
号へ乗り継ぐことができ、商業施設や名鉄瀬戸線
三郷駅周辺への足となっている。愛知医大停留所
は総合病院への通院利用に加え、バスロータリー
が併設されており、隣接市のコミュニティバスや
名鉄バスへの乗り換えの拠点としても多く利用さ
れている。

・利用者ニーズに沿った運行計画の再編を検討
・市イベント等で周知を行うなど、利用促進を継
続
・乗り継ぎニーズを高めるため、近隣自治体との
情報共有、路線の魅力発信
・ＯＤ調査や、市民ワークショップの結果分析に
より移動ニーズを把握し、市及び公共交通事業者
と連携しながら路線構築化を図る

05瀬戸・
日進・豊
明

尾
張
旭
市

豊
栄
交
通
㈱

53

尾張旭市営バス
（西ルート）

市役所
〜

印場駅
〜

市役所

・利用者懇談会、利用者アンケートを実施
・市民ワークショップを実施 Ａ 計画通りに運行されている。 A

目標115000
実績118916
達成率103.4%

ウィズコロナの生活様式の
定着、新型コロナウイルス
感染症の位置付けが5類に移
行したことなどにより、外
出機会が増加したため

72.4 89.0 5.9 15.1 16.6 19.4

市を跨いでの利用が全体の11.9％を占め、広域的
な路線の役割を果たしている。
尾張旭市民の名鉄瀬戸線・愛知医大への移動手段
のほか、名古屋市内から愛知医大への通院利用が
あると考えられる。愛知医大停留所はバスロータ
リーが併設されており、隣接市のコミュニティバ
スや名鉄バスへの乗り換えの拠点としても多く利
用されている。

・利用者ニーズに沿った運行計画の再編を検討
・市イベント等で周知
・交通エコライフの取組促進を継続
・ＯＤ調査や、市民ワークショップの結果分析に
より移動ニーズを把握し、市及び公共交通事業者
と連携し路線構築化を図る
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⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

輸送量(人) 収支率(％)

№、系統名

①補助対象事
業者等

②事業概要 ③前回（又は類似事業）の事業評価結果
の反映状況

④事業実施の適切性

⑤目標・効果達成状況
⑥複数市町村を跨ぐ系統/

幹線系統としての役割
【計画目標指標：利用者数】

Ａ：達成

Ｂ：未達成

Ｃ：目標の半数にも満たず

05瀬戸・
日進・豊
明

東
郷
町

瀬
戸
自
動
車
運
送
㈱

64

じゅんかい君
（北コース）

ららぽーと愛知東郷
〜

日進駅
〜

ららぽーと愛知東郷

・大型商業施設と連携した利用促進イベントを実施
・上記イベントについて、日進市広報への掲載（乗継事
例含む。）、町広報、HP等で周知
・窓口、公共施設等での路線図・時刻表・バスマップの
配布
・沿線市町を含む尾三地区管内の担当者会議を開催し、
広域連携のあり方について情報共有
・広報を活用し、商業施設と連携した利用促進イベント
の周知

Ａ
補助対象期間の開始日から、運休も
なく、所定の事業計画どおりの運行
が実施されている。

A

目標111531
実績121411
達成率108.9%

新型コロナウイルスに係る
規制や認識の変化によるた
め。

28.9 40.1 1.8 22.3 10.7 11.1

市町を跨いでの利用が利用者の26.1％を占め、広
域的な路線の役割を果たしている。。日進駅に接
続することにより、通勤・通学利用の他、日進市
含め町外から東郷町内への買い物需要や、東郷町
内から町外への移動需要に対応しており、町を跨
ぐ広域移動を確保する重要な路線である。

・大型商業施設と連携したバス利用促進イベント
の実施
・他市町広報掲載依頼、HP、SNS等の町外への
広報の実施
・市役所窓口での路線図・時刻表の配布
・市HP等での市内巡回バスと当該系統との乗継
による移動事例の紹介

06東海・
半田・大
府・常滑
・美浜

知
多
乗
合
㈱

知
多
乗
合
㈱

38

半田・常滑（Ａ）

知多半田駅
〜

青山駅前
〜

常滑駅

・沿線自治体と連絡し、広報等に路線時刻表を掲載
 ・燃料高騰対策として補助事業を実施
・高齢者運転免許自主返納促進事業を実施
・バスロケーションシステムを実施
・4か月間の運賃無料乗車キャンペーンを実施

Ａ 事業計画どおり運行回数が確保され
ている。 A

目標50000
実績78160
達成率156.3％

2023年3月18日付けのダイヤ
改正の増便により、年間利
用者数が大幅増となった。

15.2 30.3 4.6 6.6 28.2 50.0

市境をまたぐ利用がおよそ3割弱を占め、広域的
な路線の役割を果たしている。知多半田駅及び常
滑駅において鉄道線へ乗り換えるケースが見受け
られる。沿線の学校への通学の足としても機能し
ている。常滑駅や知多半田駅において、コミュニ
ティバスに乗り継ぐことにより、地域内の病院や
店舗、スーパーなどへの移動手段として地域住民
の日常生活における移動手段として利用されてい
る。

・利用しやすいダイヤ設定と周知
・期間限定で夜間追加便運行キャンペーンを実施
・鉄道やコミュニティバス等との乗り継ぎが可能
となるようダイヤの改善や他事業者との調整

06東海・
半田・大
府・常滑
・美浜

知
多
乗
合
㈱

知
多
乗
合
㈱

39

半田・常滑（Ｄ）

知多半田駅
~

りんくう常滑駅
~

旅客ターミナルビル

・沿線自治体と連絡し、広報等に路線時刻表を掲載
・ 半田市燃料高騰対策として補助事業を実施
・高齢者運転免許自主返納促進事業・バスロケーション
システムを実施
・4か月間の運賃無料乗車キャンペーンを実施

Ａ 事業計画どおり運行回数が確保され
ている。 A

目標105000
実績133840
達成率127.5%

2023年3月18日のダイヤ改正
で減便したものの、利用者
数の大半は通勤・通学とし
て使われているので利用者
数は減小しなかった。

20.3 6.8 1.0 7.0 30.5 10.0

市境をまたぐ利用がおよそ5割弱を占め、広域的
な路線の役割を果たしている。知多半田駅及び常
滑駅において鉄道線へ乗り換えるケースが見受け
られ、通勤や通学、空港への移動に利用してい
る。半田市と常滑市を結ぶ系統で、鉄道駅を利用
する通勤通学者の他、沿線の学校への通学の足と
しても機能している。また、空港への通勤や観光
目的で利用されている。

・利用しやすいダイヤ設定とその周知
・半田市官民合わせた情報発信
・利用需要調査、路線周知を目的に、期間限定で
夜間追加便運行キャンペーンを実施
・常滑市鉄道やバスの相乗効果により公共交通全
体の利便性を向上
・鉄道やコミュニティバス等との乗り継ぎが可能
となるようダイヤの改善や他事業者との調整
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半田・常滑（Ｎ）

日本福祉大学
〜

知多半田駅
〜

常滑市民病院

・沿線自治体と連絡し、広報等に路線時刻表を掲載
・半田市燃料高騰対策として補助事業を実施
・高齢者運転免許自主返納促進事業・バスロケーション
システムを実施
・4か月間の運賃無料乗車キャンペーンを実施

Ａ 事業計画どおり運行回数が確保され
ている。 B2

目標85000
実績59323
達成率69.8％

令和4年10月のダイヤ改正で
便数は変わらずだが、時間
帯の変更が要因で利用者数
が減少した。

23.0 18.3 5.1 3.6 57.7 40.0

市境をまたぐ利用がおよそ2割を占め、広域的な
路線の役割を果たしている。知多半田駅及び常滑
駅において鉄道線へ乗り換えるケースが見受けら
れ通勤や通学に利用しているほか、日本福祉大学
学生が通学のために利用している。半田市と常滑
市を結ぶ系統で、鉄道駅を利用する通勤通学者の
他、沿線の学校への通学の足としても機能してい
る。常滑駅や知多半田駅において、コミュニティ
バスに乗り継ぐことにより、地域内の病院や店
舗、スーパーなどへの移動手段として地域住民の
日常生活における移動手段を確保するために必
要。

・利用しやすいダイヤ設定と周知
・官民合わせた情報発信
・期間限定で夜間追加便運行キャンペーンを実施
・鉄道やコミュニティバス等との乗り継ぎが可能
となるようダイヤの改善や他事業者との調整
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師崎 河和駅・師崎港
・沿線自治体と連絡し、広報等に路線時刻表を掲載
・運営主体と連携し、広報等を活用したPR
・町民感謝デーを実施
・地域団体と連携し高齢者への乗り方教室を実施

Ａ 事業計画どおり運行回数が確保され
ている。 B2

目標90100
実績52478
達成率58.2%

利用者が減少傾向の際の、
令和4年10月のダイヤ改正で
さらに利用者数の減少が加
速した。

31.8 26.9 2.3 11.7 22.3 20.0
町境をまたぐ利用がおよそ7割にのぼり、広域的
な路線の役割を果たしている。町境を超えての河
和駅や病院の利用者が多いと考えられる。

・2023年9月末をもって、廃線
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横須賀（Ａ）
大府駅前

〜
尾張横須賀駅

・沿線自治体と連絡し、広報等に路線時刻表を掲載
・東海市循環バス路線図に路線バスの路線を明示
・時刻表と路線バス時刻表を併せて配布

Ａ 事業計画どおり運行回数が確保され
ている。 B2

目標78592
実績58534
達成率74.5%

2022年10月10日付のダイヤ
改正の減便により、年間利
用者数が減少した。

49.6 34.7 3.7 9.4 47.0 50.0

市境をまたぐ利用がおよそ5割弱にのぼり、広域
的な路線の役割を果たしている。前年度と比べる
と、月の利用者数が1,000人程度減少しているも
のの、東海市と大府市を繋ぐ重要な基幹路線であ
り、高等学校近くに停留所があることで通勤・通
学利用者も多い。所轄の警察署まで行く手段でも
ある。

・利用しやすいダイヤ設定とその周知
・東海市循環バスダイヤ改正（令和6年度）に向
けて、路線バスとの相互利用が可能なダイヤを検
討
・大府市横須賀(A)線のPR活動を継続
・路線バスにおける利用者増加策を三者で模索



交通圏 運営
主体

運行
事業者 運行区間 Ｒ5

計画
Ｒ5
実績

平均
乗車
密度

運行
回数

Ｒ4
実績

Ｒ5
実績

⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

輸送量(人) 収支率(％)

№、系統名

①補助対象事
業者等

②事業概要 ③前回（又は類似事業）の事業評価結果
の反映状況

④事業実施の適切性

⑤目標・効果達成状況
⑥複数市町村を跨ぐ系統/

幹線系統としての役割
【計画目標指標：利用者数】

Ａ：達成

Ｂ：未達成

Ｃ：目標の半数にも満たず
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あいあいバス
（北部循環コース）

朝倉駅
〜

朝倉駅
（循環）

・バスロケーションシステムについて、バスマップにア
クセス用ＱＲコードを掲載
・バスロケーションシステムの周知
・高齢者を対象としたバスロケーションシステム講習会
を継続

Ａ 計画どおり運行した。 A

目標52000
実績61659
達成率118.6%

令和２年の路線再編によ
り、路線の利便性が向上
し、利用者の増加につな
がったため。

20.5 25.4 2.6 9.8 6.4 6.3

東海市にある公立西知多総合病院と、阿久比町に
あるカネスエ阿久比店の利用が多い。本市東部地
区の住民は、隣接する東海市や阿久比町に生活圏
があることから、通院、買い物など日常生活の移
動手段として利用されている。東海市乗り継げる
バス停が増えたことで、相互利用による住民の往
来が増えている。阿久比町の循環バスとの乗継に
利用されている。

・バスロケーションシステムの積極的なＰＲ
・システムを活用した利用実態の把握
・バスの乗り方教室の開催等、バスの利用方法の
啓発
・東海市循環バスダイヤ改正（令和６年度予定）
に向けて、あいあいバスとの相互利用が可能なダ
イヤを引き続き検討
・阿久比町・町役場において時刻表を配架
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海っ子バス
（豊浜線）

師崎港
〜

河和駅

・HP、広報誌を活用したPR
・町民感謝デー等を実施
・地域団体と連携し高齢者への乗り方教室を実施

Ａ  事業計画どおり運行回数が確保さ
れている A

目標86600
実績101511
達成率117.6％

コロナによる行動制限の緩
和による外出機会の増加。

27.0 31.7 2.3 16.0 29.9 28.5
町境を越えての病院や河和駅への利用者が多く、
広域的な路線の役割を果たしている。美浜町内に
所在する名鉄河和駅を利用する際の公共交通手段
の一つとして活用されている。

・関係機関や住民から、路線再編後の意見や要望
を聞き、随時見直し
・路線再編により新たに出た課題への対応検討
・美浜町運行主体との連携を図りPR
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ゆめころん
（赤ルート）

武豊町役場
〜

イオン半田店
〜

武豊町役場

・高齢者を対象とした無料乗車券発行事業及び回数券発
行事業を継続実施
・新型コロナウイルス感染症の第５類移行までの間、
「車内会話を控える・マスク着用」の車内掲示による呼
びかけを実施
・利用者の満足度や要望等を確認するため、利用者アン
ケートを実施
・町広報紙面を活用した「コミュバスニュース」（不定
期）により、情報発信
・新たに作成した時刻表に、周辺の電車・バスの路線図
を掲載し、全戸配布
・町内保育園児による「みそたろうコミュニティバス乗
車イラスト」のぬり絵を車内掲示
・イベントを活用した相互情報発信
・高齢者運転免許自主返納促進事業の実施
・バスロケーションシステムの継続実施
・無料乗車キャンペーンの実施

Ａ
補助対象期間の開始日から、天候等
による影響以外での運休や大幅な遅
延もなく、所定の事業計画どおりの
運行が実施されている。

A

目標43000
実績50361
達成率117.1%

無料乗車券交付事業等の継
続実施や令和４年１０月常
滑市コミュニティバスグ
ルーンの運行開始、名鉄知
多武豊駅への乗り入れによ
る接続、新たに作成の時刻
表全戸配布にて情報発信等
の取組により利用者が増加
したため

16.7 53.6 6.1 9.0 37.7 23.2

半田市の大型商業施設と名鉄青山駅に接続する停
留所を設けたことで、行政境を意識することなく
移動できる広域的な交通網が形成されている。路
線全体の利用者の２割以上が半田市への乗り入れ
を行っている。令和4年10月から令和5年9月の期
間において、上記2ケ所の停留所の合計乗降者数
は、対前年同期間比3,004人増となり、利用者の
増加・定着につながっている。青山駅に屋根付き
バス停を設置し環境整備を図ったこと、乗り入れ
を行うバス路線を設置したことは、利用者の定着
に寄与している。今後も広域的な交通網としての
確保維持が必要である。

・無料乗車券等の利用促進事業実施
・町広報紙面を活用した「コミュバスニュース」
（不定期）による情報発信
・運転免許証の自主返納の呼び掛け
・公共交通を活用する生活スタイルへの転換の呼
びかけ
・無料対象者以外の層（若年層）に対するコミュ
ニティバス利用の呼びかけ
・時刻表の配布継続
・接続する広域的な交通ネットワークの情報発信
・地域公共交通計画（令和4年4月策定）に基づく
事業の適切な実施
・安全利用及び感染症対策を目的にコミュニティ
バス車内の抗菌・抗ウイルスコーティングを実施
・停留所の新設、経路変更を検討
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岩倉（間内駅）
【R5.3.31まで】

岩倉駅
〜

藤島団地
〜

名鉄間内駅

・令和5年4月から東濃鉄道へ路線委託し、運行費用削減
・HP、スマートフォンでの時刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・小牧市沿線地区回覧、沿線小中学校、沿線事業所への
チラシ配布
・路線図、時刻表の配布やHPへの掲載
・市内イベントにおいて啓発活動実施

Ａ 所定の確保計画どおりの運行が実施
されている。 A

目標25662
実績39272【19,603(名
鉄)/19,669(東鉄)】
達成率153.0%

新型コロナウィルスの影響
が希薄になり、通勤・通学
利用者が増加した。

27.6 21.6 1.8 12.0 19.5 29.9

両地区を跨ぐ利用者の内訳は、通勤定期12.6％、
ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽを利用する高齢者2.1％、現
金、ICSFの定期外85.3％。市域跨ぎの利用者増加
が全体利用者の増加につながっており、増加して
いる岩倉・間内駅の利用者が大半である。主に岩
倉団地から岩倉駅までのアクセス手段、小牧市南
西部の北里地区の住民が岩倉駅、間内駅へのアク
セス手段として利用していると考えられる。

・HP、スマートフォンでの時刻検索システム提
供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲ
・路線図、時刻表の配布やHPへの掲載
・小中学校や市内事業所へのチラシ配布
・イベントでの啓発活動
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岩倉（小牧駅）
【R5.3.31まで】

岩倉駅
〜

小牧市役所前
〜

小牧駅

・HP、CentXなどのスマートフォンでの時刻検索システ
ム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・小牧市路線図、時刻表の配布やHPへの掲載、
・市内事業所へのチラシ配布
・イベントでの啓発活動

Ａ 所定の確保計画どおりの運行が実施
されている。 B2

目標134699
実績80439
達成率59.7%

補助対象期間が半年間で
あったため。

73.0 93.8 6.3 14.9 90.5 92.3

両市域を跨ぐ利用者の内訳は、通勤定期25.7％、
通学定期1.5％、ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽを利用する高
齢者2.7％、現金、ICSFの定期外70.1％。大半が
通勤利用者であり、工場地帯、市役所などの利用
であると考えられる。小牧市内と岩倉駅を結ぶア
クセス手段として利用していると考えられる。

・HP、スマートフォンでの時刻検索システム提
供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲ
・小牧市路線図、時刻表の配布やHPへの掲載
・市内事業所へのチラシ配布
・イベントでの啓発活動
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⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

輸送量(人) 収支率(％)

№、系統名

①補助対象事
業者等

②事業概要 ③前回（又は類似事業）の事業評価結果
の反映状況

④事業実施の適切性

⑤目標・効果達成状況
⑥複数市町村を跨ぐ系統/

幹線系統としての役割
【計画目標指標：利用者数】

Ａ：達成

Ｂ：未達成

Ｃ：目標の半数にも満たず
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豊山幸田・勝川
【R5.3.25まで】

勝川駅前
〜

豊山・幸田

・広報やHP等でPR
・コロナ渦における安心・安全なバス利用についてPR
・春日井市路線図、時刻表を配布

Ｂ

乗車人数の平均が極端に低かったあ
いち航空ミュージアム・豊山幸田間
を豊山幸田行について令和5年3月
26日に廃止したため 補助金対象路
線とならなくなった

B2

目標55000
実績33183
達成率60.3%

乗車人数の平均が極端に低
かったあいち航空ミュージ
アム・豊山幸田間を豊山幸
田行について令和5年3月26
日に廃止したため 補助金
対象路線となくなったため

23.3 11.0 0.5 12.2 59.2 63.2
豊山町内の利用がほとんどなく味美や勝川駅前へ
の豊山町と春日井市をまたぐ利用が多数であり、
広域的な路線の役割を果たしている。

・公共交通マップを豊山町タウンバス回数券委託
販売所にも置いてPR
・収支率を1％上げる
・利用促進の実施
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飛島公共交通バス
（蟹江線①）

近鉄蟹江駅前
〜

公民館分館

・運行事業者及び関係自治体等との協議
・ふるさとフェスタでのＰＲ活動
 ・弥富市南部地域公共交通網再編のため、住民意見交換
会とデマンド実験運行説明会を開催

Ａ 計画通りの運行であった。 A

目標133000
実績133866
達成率100.7%

新型コロナの影響が減少し
たため。

67.7 73.2 4.0 18.3 47.5 45.3

往路復路ともに、近鉄蟹江駅を利用する通勤・通
学者が大多数を占めている。飛島村在住の利用者
をはじめ、弥富市南部の在住者、また、近鉄蟹江
駅前から飛島村臨海部への通勤者も多く、市町村
をまたぐ系統として役割は大きい。十四山地区住
民を中心に、名古屋市方面への通勤・通学・買い
物等のために近鉄蟹江駅の利用があると考えられ
る。路線付近住民の通勤通学の手段として、近鉄
蟹江駅や弥富市、飛島村への移動手段として利用
されている。

・増便、ダイヤ改正、名駅直行便など利便性向上
策の導入検討
・弥富市南部地域の公共交通網再編の社会実験の
動向を見ながら、蟹江線と接続する東部ルートに
ついても、住民意見交換会などを実施し、利便性
向上のための公共交通網再編を実施
・利用者の幅を広げるため、沿線上のイベントや
行事のＰＲ
・他の交通機関との連携を強化する
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飛島公共交通バス
（蟹江線②）

近鉄蟹江駅前
〜

新政成神社

・運行事業者及び関係自治体等との協議
・ふるさとフェスタでのＰＲ活動
・ 弥富市南部地域公共交通網再編のため、各地区で住民
意見交換会とデマンド実験運行説明会を開催

Ａ 計画通りの運行であった。 A

目標25000
実績25803
達成率103.2%

新型コロナの影響が減少し
たため。

15.6 16.5 3.6 4.6 47.6 45.3

往路復路ともに、近鉄蟹江駅を利用する通勤・通
学者が大多数を占めている。飛島村在住の利用者
をはじめ、弥富市南部の在住者、また、近鉄蟹江
駅前から飛島村臨海部への通勤者も多く、市町村
をままたぐ系統として役割は大きい。十四山地区
住民を中心に、名古屋市方面への通勤・通学・買
い物等のために近鉄蟹江駅の利用があると考えら
れる。路線付近住民の通勤通学の手段として、近
鉄蟹江駅や弥富市、飛島村への移動手段として利
用されている。

・増便、ダイヤ改正、名駅直行便など利便性向上
策の導入検討
・弥富市南部地域の公共交通網再編の社会実験の
動向を見ながら、蟹江線と接続する東部ルートに
ついても、住民意見交換会などを実施し、利便性
向上のための公共交通網再編を実施
・沿線上のイベントや行事のＰＲ
・他の交通機関との連携を強化する
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ふれんどバス①
吉良高校

〜
碧南駅

・HP、スマートフォンでの時刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・時刻表の配布
・市広報やHPで情報を発信ＰR

Ａ
台風7号の影響により7本の運休と
なったが、それ以外は所定の確保計
画どおりの運行が実施されている。

B1

目標132405
実績114871
達成率86.8%

令和4年10月に①線と②線の
ダイヤ変更により①線が本
数減になったため。

43.2 42.0 3.5 12.0 26.0 26.2

碧南市と西尾市及び旧一色町、旧吉良町を跨ぐ利
用者の内訳は、通勤定期12.9％、通学定期
60.3％、ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽを利用する高齢者
0.3％、現金、ICSFの定期外26.5％。主な利用は
路線沿線にある高校の生徒が通学するために乗車
していると考えられる。碧南市住宅地と駅、住宅
地と学校を結ぶバスとして、市を跨いだ通勤・通
学に大きな役割を果たしている。通学利用の他、
沿線地域の住民が鉄道を利用する際に吉良吉田
駅・碧南駅までの広域的な利用が見られる。

・HP、スマートフォンでの時刻検索システム提
供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲ
・碧南市駐輪場の場所や、割引制度等など、HP
に情報提供
・サイクル＆バスライドの推進
・西尾市・公共交通マップ、総合時刻表作成
・外国籍住民を対象にした多言語対応のパンフ
レット配布
・乗り方教室等を通じたバス利用のＰＲ
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ふれんどバス②
吉良高校

〜
碧南高校

・HP、スマートフォンでの時刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・時刻表の配布
・市広報やHPで情報を発信ＰＲ

Ａ
台風7号の影響により5本の運休と
なったが、それ以外は所定の確保計
画どおりの運行が実施されている。

A

目標131817
実績161724
達成率122.7%

新型コロナウィルスの影響
が希薄になり、通勤・通学
利用者が増加した。

42.5 51.4 5.2 9.9 31.1 35.0

碧南市と西尾市及び旧一色町、旧吉良町を跨ぐ利
用者の内訳は、通勤定期12.5％、通学定期
68.2％、現金、ICSFの定期外19.6％。ほぼ全てが
広域的な利用であり、主な利用は路線沿線にある
高校の生徒が通学利用していると考えられる。住
宅地と駅、住宅地と学校を結ぶバスとして、市を
跨いだ通勤・通学に大きな役割を果たしていると
考えられる。地域外からの通学利用の他、沿線地
域の住民が鉄道を利用する際に吉良吉田駅・碧南
駅までの広域的な利用が見られる。

・HP、スマートフォンでの時刻検索システム提
供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲ
・碧南市駐輪場の場所や、割引制度等など、HP
に情報提供
・サイクル＆バスライドの推進
・公共交通マップ、総合時刻表作成
・外国籍住民を対象にした多言語対応のパンフ
レット配布
・乗り方教室等を通じたバス利用のＰＲ

09刈谷・
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あんくるバス
（西部線）

新安城駅南口
〜

三河安城駅中央口経由
〜

新安城駅南口

・令和5年4月に地域公共交通計画を策定
・夏休み小中学生無料乗車キャンペーンの対象を保護者
も対象として拡大
・バス活用ガイドを公共交通活用ガイドとし、内容も改
善・充実・情報発信
・ 刈谷市利便性及び利用促進を目的とし、路線再編の検
討

Ａ
補助対象期間の開始日から、運休や
大幅な遅延もなく、所定の事業計画
どおりの運行が実施されている。

A

目標51900
実績58142
達成率112.0％

生活様式の変化が定着した
ことによる出勤や対面授業
の回復や各種施策により移
動需要が増え、目標を達成
した

39.3 51.7 7.5 6.9 22.1 24.3

東刈谷駅バス停の乗車数は232人/月であり、この
人数が安城市と刈谷市を跨ぐ利用者数であると想
定されるため、広域的な路線として役割を果たし
ていると考えられる。これらの利用者は通勤、通
学や安城更生病院、刈谷豊田総合病院への通院、
市外への買い物のための利用者が多いと考えられ
る。 東刈谷駅の周辺に在住の住民が、三河安城
駅への移動手段として利用していることが想定さ
れる。

・バスロケーションシステムによる運行状況（遅
れ等）の把握・分析・改善
・観光施策等と連携した利用促進策を実施
・まちかど講座や勉強会を通じ、知識の向上や課
題の抽出・共有による公共交通に対する意識醸成
・安城市への利用実態を把握し、実態に即した路
線改編等の検討



交通圏 運営
主体

運行
事業者 運行区間 Ｒ5

計画
Ｒ5
実績

平均
乗車
密度

運行
回数

Ｒ4
実績

Ｒ5
実績

⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

輸送量(人) 収支率(％)

№、系統名

①補助対象事
業者等

②事業概要 ③前回（又は類似事業）の事業評価結果
の反映状況

④事業実施の適切性

⑤目標・効果達成状況
⑥複数市町村を跨ぐ系統/

幹線系統としての役割
【計画目標指標：利用者数】

Ａ：達成

Ｂ：未達成

Ｃ：目標の半数にも満たず
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あんくるバス
（作野線）

新安城駅南口
〜

三河安城駅中央口経由
〜

新安城駅南口

・令和5年4月に地域公共交通計画を策定し、夏休み小中
学生無料乗車キャンペーンの対象を保護者も対象として
拡大
・バス活用ガイドを公共交通活用ガイドとし、内容も改
善・充実・情報発信
・ 刈谷市利便性及び利用促進を目的とし、路線再編の検
討

Ａ
補助対象期間の開始日から、運休や
大幅な遅延もなく、所定の事業計画
どおりの運行が実施されている。

A

目標51500
実績59979
達成率116.5%

生活様式の変化が定着した
ため、コロナ前の水準には
及ばないが、出勤や対面授
業の回復や各種施策により
移動需要が増え、目標を達
成した

42.0 52.4 7.6 6.9 22.4 24.3

東刈谷駅バス停の乗車数は269人/月であり、この
人数が安城市と刈谷市を跨ぐ利用者数であると想
定されるため、広域的な路線として役割を果たし
ていると考えられる。これらの利用者は通勤、通
学や安城更生病院、刈谷豊田総合病院への通院、
市外への買い物のための利用者が多いと考えられ
る。 東刈谷駅の周辺に在住の住民が、三河安城
駅への移動手段として利用していることが想定さ
れる。

・バスロケーションシステムによる運行状況（遅
れ等）の把握・分析・改善
・観光施策等と連携した利用促進策を実施
・まちかど講座や勉強会を通じ、知識の向上や課
題の抽出・共有による公共交通に対する意識醸成
・安城市への利用実態を把握し、実態に即した路
線改編等の検討
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ミニバス
（２コース）

知立駅
〜

三河八橋駅
〜

知立駅

・広報、HPに定期的にミニバスに関する記事を掲載
・公式LINEアカウントから運行情報を配信
・車内にデジタルサイネージを設置し、行政情報及び有
料広告を放映出来るよう広告代理店と協定を締結
・利用者が安心して利用できるよう感染症対策を継続
・バスロケの周知及び各停留所にわかりやすい利用方法
の掲示
・当該路線の情報を豊田市バスマップに掲載

Ａ
補助対象期間の開始日から、運休や
大幅な遅延もなく、所定の事業計画
通りの運行が実施されている。

A

目標31683
実績32108
達成率101.3%

新型コロナウイルス感染症
の国基準の変更及び新しい
生活様式が定着しつつある
ため

17.8 17.8 2.0 8.9 11.3 11.5

補助対象期間の開始日から令和5年9月末日までの
利用者のうち、三河八橋駅バス停の利用者数は
148人/月と推定され、昨年度から31人/月増加。
２コースの停留所のうち、三河八橋駅バス停は前
年度から最も利用者が増え、名鉄三河線を利用し
豊田市方面への通勤、通学、買い物等の利用があ
り、多く広域的な路線としての役割を果たしてい
る。市町村を跨いでの利用者は５．５％を占めて
おり、豊田市から知立市への通勤・通学等の手段
として一定の役割を果たしている。

・子供向けイベントにてバスの乗車体験を行い、
子育て世代の認知度を向上
・広報・HP、公式LINEアカウントを活用し、最
新情報を提供
・車内デジタルサイネージ広告による自主財源確
保も含め、収支率目標をコロナ禍前の収支率
15.74％以上とする。
・運行等により課題となる部分については、適宜
公共交通会議等で検討
・豊田市バスマップに引き続き当該路線情報を掲
載
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ミニバス
（３コース）

知立駅
〜

東刈谷駅
〜

知立駅

・広報、HPにミニバスに関する記事を掲載
・公式LINEアカウントから運行情報を配信
・車内にデジタルサイネージを設置し、行政情報及び有
料広告を放映出来るよう広告代理店と協定を締結
・利用者が安心して利用できるよう感染症対策を継続
・バスロケの周知及び各停留所にわかりやすい利用方法
を掲示
・利用実態に即した路線再編の検討

Ａ
補助対象期間の開始日から、運休や
大幅な遅延もなく、所定の事業計画
通りの運行が実施されている。

A

目標58835
実績69574
達成率118.3%

通勤通学での利用者が多
く、新型コロナウイルス感
染症の国基準の変更及び新
しい生活様式が定着したこ
と。

51.9 60.4 5.7 10.6 22.6 24.9

補助対象期間の開始日から令和5年9月末日までの
利用者のうち、東刈谷駅北口バス停からの利用者
数は、775人/月と推定され、昨年度より33人/月
増加。JR東海道線を利用した通勤・通学や、刈谷
市公共バスを利用した総合病院への通院への利用
で広域的な路線としての役割を果たしていると考
えられる。東刈谷駅周辺住民が商業施設や名鉄知
立駅への移動手段として、ミニバスを活用してい
ることが考えられる。

・子供向けイベントにてバスの乗車体験を行い、
子育て世代の認知度を向上
・広報HP、公式LINEアカウントを活用し、最新
情報を提供
・車内デジタルサイネージ広告による自主財源確
保も含め、収支率の目標をコロナ禍前の収支率
30.06％以上とする。
・運行等により課題となる部分については、適宜
公共交通会議等で検討
・利用実態に即した路線改編等の検討
・隣接市町との連携を強化し、広域的ネットワー
クを維持・充実するための施策を検討
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ミニバス
（４コース）

知立駅
〜

野田新町駅
〜

知立駅

・広報、HPにミニバスに関する記事を掲載
・公式LINEアカウントから運行情報を配信
・車内にデジタルサイネージを設置し、行政情報及び有
料広告を放映出来るよう広告代理店と協定を締結
・利用者が安心して利用できるよう感染症対策を継続
・利便性向上のため、バスロケの周知及び各停留所にわ
かりやすい利用方法を掲示
・利用実態に即した路線再編の検討

Ａ
補助対象期間の開始日から、運休や
大幅な遅延もなく、所定の事業計画
通りの運行が実施されている。

A

目標28725
実績29937
達成率104.2%

新型コロナウイルス感染症
の国基準の変更及び新しい
生活様式が定着しつつある
ため

19.6 20.5 2.1 9.8 10.7 11.2

補助対象期間の開始日から令和5年9月末日までの
利用者のうち、野田新町駅北口駅バス停からの利
用者数は251人/月と推定される。また、JR東海道
線を利用した通勤・通学や、刈谷市公共バスを利
用した総合病院への通院への利用で広域的な路線
としての役割を果たしていると考えられる。 刈
谷市の野田新町駅周辺住民が商業施設や名鉄知立
駅への移動手段として、ミニバスを活用している
ことが考えられる。

・子供向けイベントにてバスの乗車体験を行い、
子育て世代の認知度を向上
・広報・HP、公式LINEアカウントを活用し、最
新情報を提供
・車内デジタルサイネージ広告による自主財源確
保も含め、収支率の目標をコロナ禍前の収支率
14.40％以上とする。
・運行等により課題となる部分については、適宜
公共交通会議等で検討
・利用実態に即した路線改編等の検討
・隣接市町との連携を強化し、広域的ネットワー
クを維持・充実するための施策について検討
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一色

西尾（西尾市民病院）
〜

福地
〜

一色町公民館

・利用実態に合わせて令和5年4月1日にダイヤ改正
・車内美化や換気を行うとともに、定時運転確保や安全
運転に努めた
・夏休み期間限定で小学生とその保護者を対象とした企
画切符を作製、配布
・市内公共交通を網羅した公共交通マップの作成
・総合時刻表を作成

Ａ 8月15日に台風による運休はありま
したが、それ以外の運休等はありま
せんでした。

A

目標71469
実績109615
達成率153.4％

主にコロナからの回復

22.8 45.7 4.4 10.3 87.9 107.5

一色地区と西尾市中心部を結ぶ路線であり、地域
住民の日常生活における交通手段を確保してい
る。通勤通学や日中の通院のほか、西尾駅で鉄道
から乗り換え佐久島へ向かう観光客など、一色地
区と西尾市中心部を跨る利用が多く見られる。

・利用者の利便が向上する運行に努める
・いこいの農園への路線延長
・さかな広場への増便
・道路状況の把握に努め、定時運行確保

10豊田
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3

矢並

豊田市
〜

矢並公民館前
〜

足助

・HP、スマートフォンでの時刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・路線情報を豊田市ガイドブック、みちナビとよたに掲
載
・香嵐渓の観光シーズンに、バス停案内や告知を掲示

Ａ
雨量規制による通行止および台風の
影響のため20本の運休となったが、
それ以外は所定の確保計画どおりの
運行が実施されている。

A

目標110524
実績119996
達成率108.6%

新型コロナウィルスの影響
が希薄になり、通勤・通学
利用者が増加した。

39.4 36.3 4.6 11.7 41.4 43.4

両地区を跨ぐ利用者の内訳は、通勤定期15.6％、
通学定期31.3％、ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽを利用する高
齢者4.7％、現金、ＩＣＳＦの定期外48.4％。定期
外の比率が高い。路線自体の利用者数は増加した
が、市町村を跨ぐ利用者は減少しており、豊田市
内での利用者が大部分と考えられる。豊田市中心
部から足助地区への通学利用者や秋の香嵐渓シー
ズンには観光目的の利用が多くある。豊田市郊外
と豊田市中心部を繋ぐ、通勤・通学・買い物等の
手段として、重要な役割を果たしている。

・HP、スマートフォンでの時刻検索システム提
供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲ
・豊田市バスマップ、みちナビとよたに引き続き
当該路線の情報を掲載
・沿線の観光資源と連携した利用促進策の検討



交通圏 運営
主体

運行
事業者 運行区間 Ｒ5

計画
Ｒ5
実績

平均
乗車
密度

運行
回数

Ｒ4
実績

Ｒ5
実績

⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

輸送量(人) 収支率(％)

№、系統名

①補助対象事
業者等

②事業概要 ③前回（又は類似事業）の事業評価結果
の反映状況

④事業実施の適切性

⑤目標・効果達成状況
⑥複数市町村を跨ぐ系統/

幹線系統としての役割
【計画目標指標：利用者数】

Ａ：達成

Ｂ：未達成

Ｃ：目標の半数にも満たず

10豊田
豊
田
市

名
鉄
バ
ス
㈱

17

おいでんバス
（旭・豊田線）

小渡
〜

広瀬
〜

豊田市

・交通系共通ICカードのODデータ取得による利用実態の
把握
・沿線”やな”での飲み物サービス
・産業フェスタをはじめとする各種イベントへの参加

Ａ

雨量規制による通行止め及び、台風
7号の影響により１４本の運休が
あったが、それ以外については、所
定の事業計画どおりの運行が実施さ
れている。

A

目標74487
実績85971
達成率115.4%

新型コロナウイルスの収束
に伴い、移動が活発になっ
たため。

26.1 29.4 2.7 10.9 17.9 18.9
市町村(合併以前)を跨いでの利用者は１／１０程
度にとどまったものの、一定の割合で市郊外から
市中心部への通勤・通学手段として利用されてい
る。

・沿線”やな”での飲み物サービスの実施
・一日乗車券の導入検討
・子ども世代や子育て世帯をターゲットとした各
種イベントと連携した利用促進策の検討

10豊田
豊
田
市

名
鉄
バ
ス
㈱

18

おいでんバス
（小原・豊田線）

上仁木
〜

西中山
〜

豊田市

・交通系共通ICカードのODデータ取得による利用実態の
把握
・産業フェスタをはじめとする各種イベントへの参加
・四郷地区区画整理及び国道４１９号線の改良に対応し
た路線・新設バス停の検討

Ａ

雨量規制による通行止め及び、台風
7号の影響により１４本の運休が
あったが、それ以外については、所
定の事業計画どおりの運行が実施さ
れている。

A

目標149228
実績167894
達成率112.5%

新型コロナウイルスの収束
に伴い、移動が活発になっ
たため。

59.1 62.7 5.6 11.2 33.5 35.4
市町村(合併以前)を跨いでの利用者は全体の１割
以下にとどまっているものの、一定の割合で市郊
外から市中心部への通勤・通学手段として利用さ
れている。

・小原四季桜などの観光資源と連携した利用促進
策を検討
・高齢者定期券の販売促進
・一日乗車券の導入検討
・子ども世代や子育て世帯をターゲットとした各
種イベントと連携した利用促進策の検討

10豊田
豊
田
市

名
鉄
バ
ス
㈱
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おいでんバス
（藤岡・豊田線）
（西中山経由）

藤岡中学校前
〜

豊田市

・交通系共通ICカードのODデータ取得による利用実態の
把握
・産業フェスタをはじめとする各種イベントへの参加
・四郷地区区画整理及び国道４１９号線の改良に対応し
た路線・新設バス停の検討

Ａ

雨量規制による通行止め及び、台風
7号の影響により７本の運休があっ
たが、それ以外については、所定の
事業計画どおりの運行が実施されて
いる。

A

目標92580
実績105365
達成率113.8%

新型コロナウイルスの収束
に伴い、移動が活発になっ
たため。

39.5 45.6 6.0 7.6 45.4 47.1
市町村(合併以前)を跨いでの利用者は、昨年度と
ほとんど変わらず約７割と高い割合を保ってい
る。このことから市郊外から市中心部への通勤・
通学手段として重要な役割を果たしている。

・高齢者定期券の販売促進
・一日乗車券の導入検討
・子ども世代や子育て世帯をターゲットとした各
種イベントと連携した利用促進策の検討

10豊田
豊
田
市

豊
栄
交
通
㈱

49

おいでんバス
（藤岡・豊田線）

（加納経由）

藤岡支所
〜

豊田市

・交通系共通ICカードのODデータ取得による利用実態の
把握
・産業フェスタをはじめとする各種イベントへの参加

Ａ
補助対象期間の開始日から、運休や
大幅な遅れもなく、所定の事業計画
どおりの運行が実施されている。

A

目標80288
実績94704
達成率118.0%

新型コロナウイルスの収束
に伴い、移動が活発になっ
たため。

35.0 42.9 3.8 11.3 31.4 34.9

市町村(合併以前)を跨いでの利用者は全体の４割
を超え、市郊外から市中心部への通勤・通学手段
として利用されている。また、昼間時において
も、市郊外から市中心部への利用が一定数みら
れ、生活交通として重要な役割を果たしている。

・地域医療センター・猿投神社・猿投山の登山口
などの沿線施設や観光資源と連携した利用促進策
を検討
・高齢者定期券の販売促進
・一日乗車券の導入検討
・子ども世代や子育て世帯をターゲットとした各
種イベントと連携した利用促進策の実施を検討

10豊田
豊
田
市

豊
栄
交
通
㈱
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おいでんバス
（下山・豊田線）

大沼
〜

鵜ヶ瀬
〜

豊田市

・交通系共通ICカードのODデータ取得による利用実態の
把握
・利用実態に合わせたダイヤ改正の検討
・産業フェスタをはじめとする各種イベントへの参加

Ａ
補助対象期間の開始日から、運休や
大幅な遅れもなく、所定の事業計画
どおりの運行が実施されている。

A

目標118390
実績144978
達成率122.5％

新型コロナウイルスの収束
に伴い、移動が活発になっ
たため。

61.4 73.0 6.3 11.6 54.8 53.7
市町村(合併以前)を跨いでの利用者は、全体の４
分の１程度であり、中山間地域から市中心部への
通勤・通学手段として重要な役割を果たしてい
る。

・休日や昼間の利用者増加に繋がる、１日乗車券
販売の実施検討
・松平地区及び下山地区のイベントに合わせて、
バス利用者増進に向けて、周知活動や利用促進策
の検討
・子ども世代や子育て世帯をターゲットとした各
種イベントと連携した利用促進策の実施検討

10豊田
豊
田
市

豊
栄
交
通
㈱
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おいでんバス
（さなげ・足助線）

豊田厚生病院
〜

百年草

・交通系共通ICカードのODデータ取得による利用実態の
把握
・利用実態に合わせたダイヤ改正案の検討
・産業フェスタをはじめとする各種イベント参加
・広瀬やなでのドリンクサービス

Ａ
補助対象期間の開始日から、運休や
大幅な遅れもなく、所定の事業計画
どおりの運行が実施されている。

A

目標143258
実績170471
達成率119.0%

新型コロナウイルスの収束
に伴い、移動が活発になっ
たため。

57.0 64.8 4.0 16.2 34.6 35.6
市町村(合併以前)を跨いでの利用者の割合が全体
の３割を超え、中山間地域からの通勤・通学手段
以外にも、鉄道駅と観光地を結ぶ路線として、重
要な役割を果たしている。

・高齢者定期券の販売促進
・一日乗車券の導入検討
・子ども世代や子育て世帯をターゲットとした各
種イベントと連携した利用促進策の実施を検討
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⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

輸送量(人) 収支率(％)

№、系統名

①補助対象事
業者等

②事業概要 ③前回（又は類似事業）の事業評価結果
の反映状況

④事業実施の適切性

⑤目標・効果達成状況
⑥複数市町村を跨ぐ系統/

幹線系統としての役割
【計画目標指標：利用者数】

Ａ：達成

Ｂ：未達成

Ｃ：目標の半数にも満たず

10豊田

み
よ
し
市

愛
知
つ
ば
め
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通
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さんさんバス
（拠点連携線）

豊田厚生病院
〜

みよし市民病院

・地域公共交通計画に基づき、各種事業を実施
・待合環境の整備やバス乗り方教室を開催
・商業施設において利用促進イベントを実施
・当該路線の情報を豊田市バスマップに掲載して利用促
進

Ａ
補助対象期間の開始日から、運休や
大幅な遅れもなく、所定の事業計画
どおりの運行が実施されている。

B1

目標146161
実績127452
達成率87.2%

令和４年４月の路線再編以
降、月別利用者数は増加傾
向にあるものの、新型コロ
ナが５類感染症に移行され
るまでの間、利用が伸び悩
んだため。

54.4 56.1 4.1 16.0 10.9 15.7

市を跨いでの利用が利用者全体の約１割強を占
め、みよし市内から、豊田厚生病院への通院及び
浄水駅利用者が大部分と考えられる。また、隣接
する浄水駅からみよし市内の商業施設等への利用
も多く、広域的な路線の役割を果たしていると考
えられる。

・現行交通計画を改定し、市公共交通の現況に即
した目標を定め、計画的に事業を実施
・小中学校と連携し、乗り方教室等を実施し、マ
イバス意識の情勢を図る
・豊田市バスマップに当該路線情報を掲載

10豊田

み
よ
し
市

愛
知
つ
ば
め
交
通
㈱
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さんさんバス
（三好黒笹線）

黒笹駅
〜

イオン三好 アイ・モール

・地域公共交通計画に基づき、各種事業を実施
・待合環境の整備
・バスの乗り方教室を開催
・商業施設において利用促進イベントを実施
・当該路線の情報を豊田市バスマップに掲載して利用促
進

Ａ
補助対象期間の開始日から、運休や
大幅な遅れもなく、所定の事業計画
どおりの運行が実施されている。

A

目標124065
実績126210
達成率101・7%

令和４年４月の路線再編に
より、長大路線を解消し、
通勤・通学、通院、買い物
等の利用において利便性が
向上したため。

73.5 54.1 4.1 15.0 12.8 15.8

市を跨いでの利用が利用者全体の約１割強を占
め、みよし市内から、豊田厚生病院への通院及び
浄水駅利用者が大部分と考えられる。また、隣接
する浄水駅からみよし市内の商業施設等への利用
も多く、広域的な路線の役割を果たしていると考
えられる。

・現行交通計画を改定し、市公共交通の現況に即
した目標を定め、計画的に事業を実施
・市内小中学校と連携し、乗り方教室等を実施
し、マイバス意識の情勢を図る
・豊田市バスマップに当該路線情報を掲載

09刈谷・
安城・碧
南・西尾
10豊田

豊
田
市

高
岡
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業
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高岡ふれあいバス
（路線②）

上丘町
〜

高岡公園
〜

知立駅

・前林地域の学生定期券の購入補助を継続実施
・利便性向上のためダイヤ改正を実施
・土橋駅への延伸走行経路の実証実験実施
・ミニバスガイドにおいて、高岡ふれあいバスに接続が
可能という記述を記載

Ａ
補助対象期間の開始日から、運休や
大幅な遅れもなく、所定の事業計画
どおりの運行が実施されている。

A

目標79688
実績100771
達成率126.5%

新型コロナウイルスの５類
移行に伴い、移動が活発に
なったため。

31.6 36.7 2.5 14.4 24.6 26.8

市町村を跨いでの利用者が大半を占めるため、通
勤・通学・買い物等への手段として重要な役割を
果たしている。市町村を跨いでの利用者が91.8％
と非常に高い割合となっていることから、生活に
欠かせない市民の足として役割を果たしている。

・利用目的・時間に応じた走行経路の検討
・専門家への相談、地域住民へのアンケートや実
証実験の実施
・ミニバスとふれあいバスの乗り継ぎ等連携を継
続
・ミニバス・ふれあいバスを乗り継ぐモデルコー
スを作成

11新城

豊
鉄
バ
ス
㈱

豊
鉄
バ
ス
㈱
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作手
新城富永

〜
作手高里

・バスマップの発行、全戸配布、市内主要施設に設置
・地元イベントにて、路線バスのＰＲ Ａ

補助対象期間の開始日から、やむを
得ない場合を除き、運休や大幅な遅
延もなく、所定の事業計画どおりの
運行が実施されている。

B1

目標56497
実績52855
達成率93.6%

前年より利用者数は増加し
ており、沿線の学生数増に
よる定期利用者が増加して
いるものの、目標には至っ
ていない。

20.1 20.1 3.3 6.1 64.0 60.6

旧市村を跨いでの利用が利用者のほぼすべてを占
め、広域的な路線の役割を果たしていると考えら
れる。これらの利用者は、沿線学校への通学利用
者や新城市民病院への通院や新城駅への鉄道利用
者が大部分と考えられる。

・令和6年度末に導入予定の交通系ＩＣカードの
ＰＲ
・利用者との意見交換をはじめとしたニーズ調査
・他路線への接続を考慮したダイヤ検討

11新城

豊
鉄
バ
ス
㈱
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鉄
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新城病院上平井田口
新城市民病院

〜
田口

・「田口新城線キャンペーン緊急座談会」にてＰＲ
・「デジタルスタンプラリー」を実施
・ 新城軽トラ市で「緊急座談会」を開催
・大学の授業の一貫で１日乗車券を活用したデジタルス
タンプラリーのPＲ動画を作成、運行事業者のHPへ掲載

Ａ
補助対象期間の開始日から、やむを
得ない場合を除き、運休や大幅な遅
延もなく、所定の事業計画どおりの
運行が実施されている。

B1

目標50136
実績44738
達成率89.2%

定期外利用者が増加した一
方で、沿線高校の学生数が
減少しており、年々、通学
利用者が減少傾向である。

21.3 18.1 2.3 7.9 21.6 28.7

旧市町を跨いでの利用が利用者の半数以上を占
め、広域的な路線の役割を果たしていると考えら
れる。これらの利用者は、沿線学校への通学利用
者や新城市民病院への通院や本長篠駅への鉄道利
用者が大部分と考えられるほか、ＪＲ本長篠駅で
の乗り継ぎによる豊川市方面の高校へ通学利用も
ある。

・期間限定で田口新城線フリー乗車券のライン
ナップを拡充
・令和6年度末に導入予定の交通系ＩＣカードの
ＰＲ
・自宅からバス停までをつなぐ移動手段の確保
・東三河５市町村でのイベントでの公共交通の
PR
・乗り継ぎ拠点となるバス停を整備
・おでかけ北設の情報をオープンデータ化

01名古屋
05瀬戸・
日進・豊
明
11新城

豊
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新城名古屋藤が丘線
新城市民病院西

〜
長久手古戦場駅

・「デジタルスタンプラリー」を実施
・名古屋圏からの集客を図るため、藤が丘線とのモデル
コースを造成・ＰＲ
・市民アンケートを実施

Ａ
補助対象期間の開始日から、やむを
得ない場合を除き、運休や大幅な遅
延もなく、所定の事業計画どおりの
運行が実施されている。

A

目標12560
実績18765
達成率149.4%

沿線市にて実施した利用促進キャン
ペーンによる

18.3 20.0 6.9 2.9 36.0 39.6

高速乗合バスとして新城市と名古屋市及び長久手
市を結ぶ路線で、すべての利用者が市を跨ぐ利用
をしており広域的な路線の役割を果たしている。
利用者は、新城市から名古屋への通勤・通学や名
古屋圏から新城市への観光で利用されている。新
城市と名古屋市及び長久手市を結ぶ路線で、通
勤、通学、通院、買い物などの生活に必要不可欠
な移動手段になっている。長久手古戦場駅停留所
は、長久手市内を走行するリニモ長久手古戦場駅
と隣接しているほか、併設されたバスロータリー
に隣接市のコミュニティバスや、名鉄バスも乗り
入れており、多くの利用がある。

・奥三河地域住民への周知を充実
・令和6年度末に導入予定の交通系ＩＣカードのＰＲ
・交通エコライフの取組継続
・新城市のコミュニティバス（Ｓバス）の見直し時に、
本路線と接続できるよう考慮し、乗り継ぎの利便性向上
に取り組む
・藤が丘商店街との繋がりを生かし、名古屋圏のイベン
トでのＰＲ継続
・ＯＤ調査や、市民懇談会の情報から移動ニーズを把握
・市及び公共交通事業者と連携しながら最適な路線構築
化を図る
・市主催のイベント等で周知を行うなど利用促進を継続



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

鉄軌道網の整備が進み基幹的公共交通網は維持されているが、自動車分担率が高い地域であることを踏まえた
上で、複数市町村を跨ぐ広域的・幹線的な公共交通網の維持・確保を図る。
実施に当たっては、乗合バス事業者等運営主体と沿線市町村が協力して目標設定、利用促進、利便性・生産性
向上検討を行い、事業評価にあたっても、運営主体、沿線市町村が情報交換、意見交換を行って、路線の状況
を共有化。

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

協議会名： 愛知県地域公共交通協議会 バス対策部会

評価対象事業名： 陸上交通に係る地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統）


